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先
月
、
生
命

保
険
協
会
が
ゲ

ノ
ム
情
報
の

「
収
集
・
利
用

は
し
て
い
な
い
」
と
の
文
書

を
公
表
し
た
。

　

個
人
の
遺
伝
情
報
を
病
気

の
予
防
に
つ
な
げ
る
「
ゲ
ノ

ム
医
療
」
の
発
展
は
、
疾
病

の
治
療
、
創
薬
な
ど
人
類
に

大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
。

　

一
方
、
ゲ
ノ
ム
情
報
は
病

気
の
発
生
リ
ス
ク
を
予
測
で

き
る
「
究
極
の
個
人
情
報
」

と
も
い
わ
れ
、
出
生
時
の
命

の
選
別
、
就
職
時
の
差
別
な

ど
社
会
的
不
利
益
や
差
別
を

生
み
出
し
か
ね
な
い
人
権
問

題
に
か
か
わ
る
。
生
命
倫
理

に
関
す
る
問
題
は
未
知
数

だ
。

　

日
本
で
は
遺
伝
情
報
に
よ

る
差
別
防
止
を
定
め
る
法
整

備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
同
文

書
を
公
表
し
た
生
命
保
険
業

界
も
自
主
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
い
ま
だ
公
表
し
て
い
な

い
。

　

ゲ
ノ
ム
治
療
の
進
歩
に
比

重
が
置
か
れ
、
研
究
の
足
か

せ
に
な
り
か
ね
な
い
と
の
危

惧
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

ゲ
ノ
ム
医
療
に
よ
る
医
療

技
術
の
革
新
は
歓
迎
す
る

が
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
社
会

的
不
利
益
や
差
別
を
許
さ
な

い
ル
ー
ル
づ
く
り
を
速
や
か

に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ

う
。 

（
Ｎ
）

中
野
晃
一
氏
（
上
智
大
学
教
授
）
に
聞
く

　

自
民
や
維
新
は
早
期
の
改
憲
を
主
張
し
、
公
明
も
憲
法

へ
の
自
衛
隊
明
記
「
検
討
」
を
公
約
し
た
。
軍
拡
は
「
防

衛
費
」
の
増
大
を
招
く
。
軍
拡
に
傾
く
平
和
構
築
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。
中
野
晃
一
氏
（
上
智
大
学
教
授
）
に

聞
い
た
。

　今週末に参院選の投開票日が迫る。

コロナ禍と物価高騰から命と健康、暮

らしを守る政治に転換するために、政

党や候補者の公約や政策、訴えを吟味

して貴重な票を投じたい。参院選の争

点について協会政策部長の江原豊氏

（写真）が解説する。 【４面に関連】

　

岸
田
首
相
は
ハ
ト
派
の
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
安
全
保

障
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
改

正
」
を
推
進
す
る
安
倍
元
首

相
や
菅
前
首
相
ら
タ
カ
派
の

政
策
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い

で
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
防
衛
費
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％

へ
の
増
額
方
針
を
決
め
ま
し

た
。
２
％
と
い
っ
て
も
「
こ

れ
だ
け
の
防
衛
費
が
必
要
」

と
い
う
積
算
根
拠
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。
前
政
権
に
よ
る

政
府
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
ろ
う
と
も
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

憲
法
９
条
を
変
え
る
こ
と

も
安
心
供
与
に
反
し
ま
す
。

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
絶
対

に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。

　

日
本
は
「
専
守
防
衛
」
が

国
是
で
、
他
国
へ
の
先
制
攻

撃
や
侵
略
は
し
な
い
と
宣
言

し
て
き
た
の
で
す
か
ら
。
も

し
こ
れ
を
変
え
れ
ば
「
日
本

は
平
和
主
義
を
や
め
た
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ

り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
軍
事

的
緊
張
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

生
活
者
代
表
を

生
活
者
代
表
を

国
会
へ

国
会
へ

　

自
民
党
や
日
本
維
新
の
会

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
危

機
感
を
あ
お
っ
て
人
々
を
不

安
に
さ
せ
、
軍
事
に
ど
ん
ど

ん
お
金
を
注
ぎ
込
も
う
と
し

て
い
ま
す
。
気
が
付
い
た
ら

日
本
が
平
和
国
家
か
ら
軍
事

国
家
に
変
わ
っ
て
い
た
な
ん

て
こ
と
も
起
こ
り
か
ね
ま
せ

ん
。
社
会
保
障
は
削
ら
れ
、

賃
金
は
上
が
ら
ず
、
物
価
は

上
が
り
、
生
活
は
苦
し
く
な

る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
３
年
間
は
大
型
の
国

政
選
挙
が
あ
り
ま
せ
ん
。
政

府
は
民
意
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
、
圧
倒
的
な
議
席
を
背

景
に
暴
走
す
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
う
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
参
議
院
選
挙
が

大
切
で
す
。
生
活
者
を
代
表

し
、
安
全
保
障
面
で
冷
静
な

議
論
を
す
る
野
党
を
１
議
席

で
も
多
く
国
会
に
送
り
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
）
へ
の
要
請
を
参
考

に
、
米
国
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と

い
う
程
度
の
発
想
で
す
。

　

敵
基
地
を
ミ
サ
イ
ル
で
攻

撃
す
る
能
力
の
保
有
や
拡
充

を
、
自
民
党
や
日
本
維
新
の

会
が
主
張
し
て
い
ま
す
。
安

倍
元
首
相
は
、
敵
国
の
中
枢

機
能
を
破
壊
す
る
能
力
も
持

つ
べ
き
だ
と
盛
ん
に
主
張
し

ま
す
が
、
そ
う
な
る
と
結
局

ミ
サ
イ
ル
の
撃
ち
合
い
を
準

備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仮
に
、
相
手
国
の
ミ
サ
イ

ル
を
一
つ
壊
せ
た
と
し
て

も
、
ほ
か
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛

ん
で
き
ま
す
。
全
て
を
破
壊

す
る
こ
と
は
、
技
術
的
に
も

財
政
的
に
も
無
理
な
話
。
絵

空
事
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

軍
備
を
増
強
す
れ
ば
、
政

府
が
戦
争
を
継
続
す
る
能
力

は
つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
戦
争
に
な
れ
ば
、

米
軍
基
地
の
あ
る
日
本
全
土

が
主
戦
場
に
な
り
ま
す
。
国

民
の
命
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
民
を
守
る
た
め
に
す
べ
き

こ
と
は
、
戦
争
の
リ
ス
ク
を

下
げ
る
こ
と
。
平
和
外
交
が

重
要
で
す
。

安
心
供
与
と

安
心
供
与
と

セ
ッ
ト
で

セ
ッ
ト
で

　

軍
事
的
な
抑
止
一
辺
倒
で

は
逆
に
軍
拡
競
争
を
生
じ
さ

せ
、
緊
張
を
高
め
て
し
ま
い

ま
す
。「
安
心
供
与
」
と
セ

ッ
ト
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
安
心
供
与
と
は
、
一
つ

は
互
い
の
立
場
を
理
解
し
共

通
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
相
手
国
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

密
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
や
米
国
か
ら
み
れ

ば
、
中
国
が
南
シ
ナ
海
や
太

平
洋
に
進
出
し
て
い
る
と
見

え
ま
す
が
、
中
国
は
こ
れ
ま

で
日
本
や
米
国
に
封
じ
込
め

ら
れ
て
き
た
と
考
え
ま
す
。

一
方
的
に
自
分
た
ち
が
正
し

い
と
い
う
の
は
独
り
善
が
り

な
発
想
で
す
。

　

特
に
中
国
が
神
経
を
と
が

ら
せ
て
い
る
の
が
台
湾
問
題

で
す
。
日
米
両
国
は
従
来
の

「
一
つ
の
中
国
」
政
策
を
堅

持
し
、
台
湾
の
独
立
を
促
し

た
り
認
め
た
り
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
繰
り
返
し
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
台
湾
有
事
は
日
本
有

事
」
（
安
倍
元
首
相
）
な
ど

と
勇
ま
し
い
こ
と
を
言
う
ほ

ど
、
中
国
は
身
構
え
、
危
険

な
事
態
に
な
り
ま
す
。
日
本

私の争点
2022参院選2022参院選2022参院選2022参院選

憲　法

２
０
２
２
年

夏
季
特
集
号

投
稿
を
募
集

　

新
聞
部
は
、
夏
季
特
集
号
（
８
月
15
日
付
）

へ
の
会
員
投
稿
（
原
稿
・
写
真
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
原
稿
は
、
６
０
０
字
以
内
で
、
テ
ー

マ
は
①
趣
味
②
日
常
臨
床
③
夏
の
思
い
出
―
―

な
ど
。
顔
写
真
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

は
、
郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
で
協
会
ま
で
。
７
月
19

日
必
着
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
。

【
送
付
先
】
〒
５
５
６
―
０
０
２
１
大
阪
市
浪

速
区
幸
町
１
―
２
―
33
／
フ
ァ
ク
ス
06
―
６
５

６
８
―
０
５
６
４

日米同盟のリスク

８月６日（土）
午後３時～５時

講師　布施 祐仁 氏
 （ジャーナリスト）
場所　М＆Ｄホール
会費　無料　定員　60人

お申込みは
協会HP又は
右ＱＲコードから

サマーセミナー2022

日本を守るのは軍拡か憲法か

軍
拡
は
社
会
保
障
削
減
へ
の
道

生
活
を
応
援
す
る
政
党
を
見
極
め
て

低
歯
科
医
療
費

低
歯
科
医
療
費

政
策
の
転
換

政
策
の
転
換

　

２
年
半
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
物
価
高
騰
が
重
な

り
、
歯
科
医
療
機
関
の
経
営

は
「
受
診
抑
制
」「
感
染
対

策
費
増
」「
低
歯
科
診
療
報

酬
」
に
よ
り
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
経
営
難
の
大
本

に
は
、
自
公
政
権
に
よ
る
長

年
に
わ
た
る
低
歯
科
医
療
費

政
策
が
あ
り
ま
す
が
、
岸
田

政
権
は
こ
れ
を
改
め
る
様
子

は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
を
変

え
、
低
歯
科
医
療
費
政
策
の

転
換
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
へ

の
抜
本
的
な
予
算
増
が
求
め

ら
れ
る
な
か
で
も
、
２
０
２

２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
歯

科
の
改
定
率
は
過
去
15
年
間

で
最
低
と
な
る
０
・
29
％
で

し
た
。
人
件
費
や
物
価
の
上

昇
分
さ
え
反
映
さ
れ
ず
、
基

礎
的
技
術
料
の
評
価
も
低
い

ま
ま
で
す
。

　

国
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
歯
科
診
療
報
酬
を
引
き

上
げ
、
歯
科
医
療
機
関
の
健

全
な
経
営
を
保
障
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
初
診
料
・

再
診
料
は
そ
れ
ぞ
れ
３
点
引

き
上
げ
ら
れ
て
は
い
ま
す

（
初
診
料
２
６
４
点
、
再
診

料
56
点
）
。
し
か
し
、
元
々

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
の

評
価
が
低
い
上
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
防

止
策
対
策
に
関
わ
る
経
費
を

含
め
、
十
分
に
補
填
さ
れ
る

よ
う
な
診
療
報
酬
上
の
評
価

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

大
企
業
・
大
資
産
家

大
企
業
・
大
資
産
家

に
負
担
を

に
負
担
を

　

物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃

す
る
中
、
年
金
は
２
年
連
続

で
引
き
下
げ
ら
れ
、
高
齢
者

の
暮
ら
し
は
大
変
で
す
。
10

月
か
ら
の
75
歳
以
上
の
窓
口

負
担
の
２
倍
化
が
実
施
さ
れ

れ
ば
、
い
っ
そ
う
の
受
診
抑

制
や
健
康
悪
化
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

岸
田
政
権
は
社
会
保
障
費

削
減
路
線
を
踏
襲
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
病
床
が
ひ

っ
迫
す
る
な
ど
医
療
提
供
体

制
の
脆
弱
さ
が
露
呈
し
ま
し

た
が
、
消
費
税
財
源
を
使
っ

た
公
的
病
院
の
病
床
削
減
を

強
行
し
て
い
ま
す
。
政

府
は
、
憲
法
25
条
が
定

め
る
〝
国
民
の
命
と
健

康
を
守
る
責
務
〞
を
放

棄
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

「
社
会
保
障
の
充
実
」

と「
財
政
再
建
」を
口
実

に
、
庶
民
い
じ
め
の
消

費
税
導
入
か
ら
34
年
が

経
ち
ま
し
た
。
３
％
で
導
入

さ
れ
た
消
費
税
率
は
現
在
、

10
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
消
費
税
収
は
４
７
６

兆
円
に
上
る
一
方
で
、
所
得

税
と
住
民
税
が
２
８
９
兆
円

減
り
、
法
人
税
も
３
２
４
兆

円
減
り
ま
し
た
（
図
）
。
国

の
税
収
を
見
れ
ば
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
税
収
の
多
く
が

大
企
業
や
大
資
産
家
に
対
す

る
減
税
に
消
え
た
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
社
会
保
障
の
充

実
は
な
く
、
財
政
再
建
も
一

向
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
企
業
は

内
部
留
保
を
７
兆
円
以
上
積

み
増
し
、
総
額
４
６
６
兆
円

超
（
20
年
度
）
に
達
す
る
な

ど
富
の
偏
在
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。
研
究
開
発
減
税

な
ど
大
企
業
優
遇
の
税
制
を

廃
止
し
法
人
税
率
を
引
き
上

げ
る
な
ど
、
大
企
業
と
大
資

産
家
に
応
分
の
負
担
を
求
め

る
べ
き
で
す
。

　

参
院
選
で
は
、
社
会
保
障

改
悪
に
賛
成
し
て
き
た
の
が

ど
の
党
な
の
か
、
国
民
生
活

を
応
援
す
る
党
は
ど
こ
な
の

か
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

消費税、法人３税、所得税・住民税の推移（兆円）

1989年度 2000
法人３税（法人税、法人住民税、法人事業税）は89年度に対する減収額、

所得税・住民税は91年度に対する減収額

2022
-30

-20

-10

0

10

20

30
法人3税の減収累計324兆円

消費税収累計476兆円

所得税・住民税の減収累計289兆円

　保険請求のご相談や年金・
休業保障制度のお問い合わせ
は直通番号をご利用ください。
社保研究部 06-6568-7467
共　済　部 06-6568-7438

協会直通番号のご案内

見る見るここここ
2022参院選

を
歯科・社会保障


